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エキゾチックハドロンの多くは、散乱の閾値付近で観測されている。代表的な例として、
Tcc(3875)

+ や X(3872) などの s 波のエキゾチックハドロンであるが、p 波閾値付近にもにも
G(3900)などが報告されている [1]。s波近傍の性質は比較的詳細に理解されている [2]一方で、p

波の特徴は十分に解明されていない。本研究では、ハドロン分子成分を定量的に評価する指標で
ある複合性 [3]を用い、p波閾値近傍の束縛状態の内部構造を解析する。
p波の束縛状態を一般的に記述する枠組みとして、自由な散乱状態と bareな離散状態が p波で
結合するモデルを構築する。そして束縛エネルギー B を固定し、複合性のモデルパラメタ依存性
を調べることで、閾値近傍状態の内部構造を議論する。図 1に、複合性X を無次元化された bare

状態のエネルギー ν0/Etyp の関数として示す。ここで、Etyp はカットオフで定義される系の典型
的な長さスケールであり、パラメタの範囲は、複合性が妥当に評価できる範囲 −B ≤ ν0 ≤ Etyp

とする。ν0/Etyp を固定して実線と点線を比較すると、B が小さい場合は X も減少することがわ
かる。これは、B が小さいほど bareな状態と散乱状態の結合が小さく、X = 0の bareな状態に
性質が近くなることから説明される。この結果は、低エネルギー普遍性の帰結である s波散乱の
閾値近傍状態の性質 [2]とは定性的に異なる。
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図 1 束縛エネルギーを固定した場合の複合性X のモデルパラメタ依存性。実線が典型的な束
縛状態 B = Etyp の場合、点線が浅い束縛状態 B = 0.01Etyp の場合である。
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